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第一次大極殿院回廊基壇の整備を行います。

◇整備の概要

国営平城宮跡歴史公園では、第一次大極殿院の建造物復原に先立
ち、回廊基壇のうち、側面の立ち上がり部（葛石、羽目石等）の整
備に一部着手します。

◇工事予定期間
概 要

●第一次大極殿院回廊基壇の整備
平成２６年５月下旬～平成２６年８月（予定）

※工事期間中は、来訪者の安全確保のため工事区域は立ち入り防
止フェンスを設置しますので立ち入りができません。

※宮跡内を資材搬入等の車両が走行しますが、来訪者の安全に十
分に留意しますのでご協力をお願い致します。

◇工事場所
平城宮跡内（奈良市佐紀町地先）

取 扱 い

配布場所 奈良県政・経済記者クラブ 奈良県文化教育記者クラブ
奈良市政記者会

国土交通省 近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所 平城分室
副所長 山田 和之

問合せ先 工務第二課長 桑田 隆男
電 話：０７４２－３６－４３２７
ＦＡＸ：０７４２－３６－４３３１



国営平城宮跡歴史公園

第一次大極殿院回廊基壇の整備を行います。

◇整備の概要

１．整備の目的

国営平城宮跡歴史公園では、第一次大極殿院の建造物復原に先立ち、回廊基
壇のうち、側面の立ち上がり部（葛石、羽目石等）の整備に一部着手します。

整備により、「“奈良時代を今に感じる”空間の創出」の先駆けとして、往時
の回廊基壇のスケールを体感できるようになります。

（位置図）

※工事期間中は、来訪者の安全確保のため、工事区域は立ち入り防止フェンスを設置しま
す。

※宮跡内を資材搬入等の車両が走行しますが、来訪者の安全に十分に留意しますのでご
協力をお願い致します。
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（ゾーニング図）

第一次大極殿院
回廊基壇整備箇所



２．整備にあたって考慮した事項

奈良文化財研究所の調査・研究成果に基づく第一次大極殿院の復原案を踏
まえ、貴重な地下遺構を保護するための十分な保護層を設定し、設計を行っ
ています。

また、使用する石材については、発掘調査により出土した石材と同じ流紋
岩質溶結凝灰岩（黄色）を使用し、往時の厳正な復原を行っています。

なお、本工事の掘削作業においては、文化財部局の立ち会いの下、遺構保
護に努めながら進めます。

◇工事内容

・基壇 石積(H=0.7m) L=167m、
小型擁壁(H=0.7m)L=167m

・構造物撤去工 １式
・仮設工 １式

■基壇整備イメージ

工事区域のため、
立ち入りできません

■断面図
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